
平 成 14 年 12 月 24 日

総 務 部 経 理 課

平 成 15 年 度 予 算 案 の 概 要

(単位：百万円)

区　　　　　分
前 年 度
予 算 額

概 算 決 定 額
差 引
増 △ 減 額

備　　考

( 債 4,975 )

 一　　般　　会　　計 63,618 62,389 1,229  △ 

　　（ 内 訳 ）

( 債 4,975 )

　　　 物　件　費 23,291 22,806 485  △ 

( 債 4,975 )

主 要 事 項 4,003 4,671 668

一 般 事 項 19,288 18,135 1,153  △ 

　　　 人　件　費 40,326 39,583 743  △ 

 特　　別　　会　　計

　　空港整備特別会計 10,410 10,386 24  △ 

( 債 4,975 )

合　　　　計 74,028 72,775 1,253  △ 

(注)端数処理のため計算が合わない場合がある。



平成１５年度予算「主要事項」の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （前年度予算） 
 百万円 百万円 
１．台風・豪雨等観測予報業務の強化 4,043 （ 3,972） 
（１）大規模自然災害に備えた初動・危機管理対応の強化   560 （ 0） 
リアルタイム情報提供システムの整備等 （前年度予算） 

１．台風・豪雨等観測予報業務の強化 
大規模自然災害に対する迅速な防災体制を確立するため、官邸との連携強化、ネットワーク等

の高度化及びナウキャスト防災気象情報の開発等を推進する。 
また、台風や集中豪雨等の気象現象を迅速かつ的確に把握し、大雨警報等の防災情報の充

実・高度化を図るため、次期静止気象衛星（運輸多目的衛星）の整備等を行う。 
 

２．地震対策の強化 
地震災害の防止・軽減を図るため、東海地震等の地震・津波に関する防災情報を迅速かつ的

確に提供する地震活動等総合監視システムの改良更新を行うとともに、東南海・南海地震の発生
メカニズムの解明に資する地殻変動観測等を強化する。 

 
３．省庁統合の実をあげる情報防災の推進 

防災関係機関をはじめ広く一般の国民が、わかりやすい気象災害情報を手軽に入手し、活用す
ることができるように「防災情報提供センター（仮称）」を設け、気象や災害などに関する情報をＩＴ
を活用して集約し提供する。 
 

４．気候変動・地球環境対策の強化 
 地球温暖化などの気候変動・地球環境問題に対応するため、海面上昇の監視体制を強化する
とともに、地球温暖化予測技術の高度化等を推進する。 

迅速・ 確実な 防災情報提供に よ る 、 政府全体の防災体制の強化
を 通じ た 台風被害等自然災害に よ る 被害の軽減

気象庁が作成するナウキャ
スト防災気象情報の提供

他機関が作成する総合
的な危険度

１６時００分 １０分後 ２０分後 １時間後

今から２０分後に危険度が高くなる 今から１時間後に危険が去る

ナウキャスト防災気象情報の防災への利用例（リアルタイムハザードマップへの利用）

ナウキャスト防災情報を用いた総合危険度の予測

・リアルタイム情報提供システムによるナウキャスト防災気象情報の開発・提供
・官邸・内閣府等への情報提供体制の強化、バックアップ体制の強化

施策の概要
気象庁 官邸

・ナウキャスト防災情報の提供による、官邸における迅速な防災体制の立ち上げ
・政府全体としての最新気象情報の共有化による、適切な防災対応の支援

効果

降水ナ ウ キャ ス ト
観測直後から １ ０ 分間隔で １ 時間後ま で

の雨量の予測情報の即時的提供

ナ ウ キャ ス ト 防災気象情報の例



 百万円 百万円 
（２）静止気象衛星（運輸多目的衛星）の整備 3,321 （  3,483） 

・運輸多目的衛星新 1号の整備 1,015 （  2,525） 
・運輸多目的衛星新 2号の整備 2,306 （  958） 

 
（３）静止気象衛星(ＧＯＥＳ)利用システムの整備等 162 （  489） 

 

衛星情報等

運輸多目的衛星による静止気象衛星システム概念図

雲画像観測データ

データ

観測データ
雲画像データの利用

および各種情報

雲画像データの受信局および施設

気象観測データの通報

通報局からの気象観測データ
雲画像配信データ

陸地の温度・雪の分布
海面温度・海氷

大気中の水蒸気の分布

衛星への指令

雲画像配信

津波情報

運輸多目的衛星

運輸多目的衛星

新１号

新２号

16年度15年度14年度13年度12年度11年度

打上げ
打上げ

整備計画

ＧＯＥＳ－９

東経１５５°

イメージャ
データＧＶＡＲ

データ
ＷＥＦＡＸ

データ

※衛星の位置は本来赤道上にあ
　るが、本図ではイメージ図と
　して分かり易い位置に示して
　いる。

ＧＭＳ－５

ＳＤＵＳ
向け配信

凡例　GMS-5　：ひまわり５号
　　　GOES-9 ：米国の静止気象衛星９号
　　　ｲﾒｰｼﾞｬ ：GOES-9の観測した生データ
　　　GVAR 　：GOES-9の高分解能画像データ
　　　WEFAX　：高分解能画像データをユーザーが
　　　      　 利用しやすい形に変換したもの
　　　SDUS 　：WEFAXを受信する地上局(ユーザー)

東経１４０°

GMS-5の通信機
能を利用し
SDUSユーザに
配信

ＧＯＥＳ－９によるひまわり５号のバックアップイメージ



 （前年度予算） 
 百万円 百万円 
２．地震対策の強化  
  東海地震等地震津波監視体制の強化 417 （ 0） 

   （１）地震活動等総合監視システムの改良更新 269 （     0） 
   （２）東南海・南海地震観測体制の強化 148 （ 0） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                    （前年度予算） 
                                 百万円   百万円 
３．省庁統合の実をあげる情報防災の推進 
   ・防災情報提供センター（仮称）の整備   83 （ 0） 

防災情報提供センター（仮称）　各局共管

（情報の収集、情報配信の統一窓口、データ所在地情報の検索、ヘルプデスク、
わかりやすい情報の作成など）

《計画》 都道府県

国土気象･災害データ統合機能
･ファイルの編集
･データ解析、わかりやすいコンテンツの作成
･Webによる情報の提供

気象庁15年度要求事項

効　　果

情報防災の推進
防災対策の支援

アメダス１時間降水量100ﾐﾘ以上の年間回数
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迅速･適切な防災活動

提供コンテンツ例

（過去災害事例の詳細資料、過去最
大の1時間雨量分布、平均気温･年間

降水量の長期変動等）

都道府県

《現状》

降水量データ

河川水位データ

災害データ
気  象  庁

気候変動データ

市町村

インターネット

住民

提供

NHKなど

水文水質データ、浸水想定区域図、
土砂災害情報など

道  路  局

国土地理院
地図データ

関連するデータを重ね合わせたわかりやす
いコンテンツがあると便利だな。

各局等が保有する過去の気象･災害データなど、防災に関連した情報を集約してわか
りやすい情報を提供することが不可欠

各局等が保有する過去の気象･災害データなど、防災に関連した情報を集約してわか
りやすい情報を提供することが不可欠

河川局･地方整備局 　事務

所･出張所

道路管理用雨量データ

地図データ

光ファイバーネットワーク

過去の気象観測データ（過去最大の雨
量分布、気温･降水量の長期変動、災害
事例など

気象庁
収集 提供

○○局

ヒートアイランド対策の推進

道 路 局

国 土 地 理 院

河川局・地方整備局等

防 災 情 報 提 供 セ ン タ ー （ 仮 称 ） の イ メ ー ジ

防災情報提供センター（仮称）と光ファイバーネットワー
ク に よ る ワ ン オ ー ダ ー サ ー ビ ス の 実 現

  現    状  現    状

河川局

道路局

気象庁

○○局

・必要なデータ毎にソフトを立ち上げ取得

・複数のデータを同時に見ることができない
・必要なデータを得るには各々にアクセス

防災情報の集約

国総研

国土地
理院□□局

  計     画  計     画

情報のわかりやすさ、使い勝手が飛躍的に向上

道路局河川局

国土地理院
気象庁

○○局

・ワンストップ、ワンオーダーで欲しいデータを全て取得  
・ＧＩＳ等から欲しい情報を検索して入手

・複数のデータを同時に表示して比較検討

インターネット等

光ファイバー
ネットワーク

国総研

防災情報

提供センター（仮称）

（運営主体：気象庁）

□□局 ＮＨＫ等



 （前年度予算） 
 百万円 百万円 
 
４．気候変動・地球環境対策の強化 128 （ 31） 
 （１）地球温暖化に伴う海面上昇監視体制の強化 94 （     0） 
 （２）黄砂に関する情報の提供 3 （     0） 
 （３）気候変動予測研究 31 （     31） 

 

地 球 温 暖 化 に 伴 う海 面 上 昇 監 視 体 制 の 強 化
● 地 球 温 暖 化が 進 行
● 2100年 ま で に、世 界の 海 面 水 位 は 9～ 88cm上 昇（ IPCC)
● 異 常 潮 位 が近 年 頻 発

現      状 ：

● 現 在、 861km ２  の ゼ ロ・メー トル 地 帯が １ｍ の 海 面 上 昇 で 2339 km ２に！ ！
● 人 口 410万 人 、資 産 で 109兆 円 の 被 害 発 生 ！ ！

海 面 上 昇 に よ る災 害 予 測 ：

海 面 上 昇 に 対 す る 国 土 保 全 計 画が 策 定 され て い な い
異 常 潮 位 の 原 因 も不 明

しか し、

な ぜ か

海 面 水 位 変 動 の 実 態 が わ か って い な い
地 盤 変 化？
海 洋 変 動？

近 年 の 研 究 ・調 査 成 果 ：

● G PSに よる 地 盤 観 測 技 術（国 土 地 理 院 ）

● 数 値 計 算 に よる海 洋 変 動 の 解 明

観 測 と解 析 ：
● G PSに よる 地 盤 変 化 観 測・解 析 （国 土 地 理 院 ）

● 数 値 計 算 に よる 海 洋 変 動 解 析

● 精 密 型 水 位 計 の 観 測 と併 せ た 総 合 解 析

本 施 策：

地 球 温 暖 化 に よる 海 面 上 昇 情 報
の 提 供

成   果 ：

地 球 温 暖 化 に よる 海 面 上 昇を 踏 ま え た 施 策
　● 国 土 交 通 省 等 の 国 土 保 全 計 画 策 定 　● 環 境 省 等 の 地 球 環 境 保 全 計 画 策 定
   ● 自 治 体 等 の ハ ザ ー ドマ ップ の 作 成
　● 異 常 潮 位 の 原 因 解 明 とそ の 対 策 　● IPC C等 へ の 国 際 貢 献

　ひ い て は 、国 民 一 人 一 人 の 地 球 温 暖 化 対 策の 推 進 に 寄 与

・ア ル ゴ 計 画
・海 洋 気 象 観 測 船
・地 球 観 測 衛 星
・海 洋 デ ー タ同 化 　等 に よる
総 合 的 な 海 洋 の 監 視 ・解 析

黄 砂 に 関 す る 情 報 の 提 供

○  近年、大陸の砂漠化に伴い、黄砂の規模および飛来件数が増加。

⇒生活、交通機関に支障も。
○特に中国、韓国では深刻な影響。
○  黄砂の飛来･降下の実況や予測情報の提供は不十分。

日中韓３カ国環境大臣会合における黄砂への取り組みの重
要性に対する共通認識

背景と現状

計 画

○各種観測データ
（気象庁）

○黄砂のモニタリ
ング（環境省）

○予測技術
（我が国の先進的
な数値予報モデ
ルの活用）

実況 予測

情報の発表

環境省 国民 近隣諸国行政機関など

○  国民生活における安全の

確保、健康被害の軽減。

効 果

○  交通の安全確保、適切な

運行の支援。

○  要請に応じ東アジア近隣

諸国へも情報提供。
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